
地域発イノベーションⅢ 震災からの復興・東北の底力 

          ～ 11 事例のご紹介 ～ 

 

第 1 章 障がい者の戦略的雇用から始まる地域復興 
株式会社アップルファーム（六丁目農園） 

 

主に仙台市内で「自然派ビュッフェレストラン 六丁目農園」などを運営するアップルファーム。障がい 

者を戦力として積極的に雇用し、飲食店ビジネスの成功と両立させた事例として、福祉関係の事業者や 

行政からも注目を集めている。震災後は、六次産業化による雇用創出を核とした地域復興を目指し、あ 

らたなサービス・イノベーションの展開を図っている。 

 

 

 

第２章 水産業復興特区の活用によるかき養殖の復興 

桃浦かき生産者合同会社および株式会社仙台水産 

 

宮城県石巻市桃浦（もものうら）地区（カキ養殖中心の小漁村）は東日本大震災により存亡の危機に 

瀕した。その危機を救ったのは、宮城県が構想し復興庁が制定した水産業復興特区制度（漁協以外に漁 

業権を付与できる）であり、それに参画した地元の水産卸会社であった。本章では、関係者が大変な苦 

労を重ねながら特区制度を活用する経緯を描写し、イノベーションの内容と成功要因を論じる。 

 

 

 

第３章 逆境としなやかな事業転換 

小野食品株式会社 

 

釜石市の小野食品株式会社は 1988 年に創業し、水産加工品の産業用給食でその業績を伸ばしてき 

た。しかし人件費の安い中国の台頭があり水産加工業だけでは先細りになるという懸念から、早くから 

味にこだわった商品づくりと通信販売に取り組んでいた。東日本大震災では工場はほぼ全壊したが、 

わずか 100 日で再開させ、震災前に構築した顧客との絆に支えられ、通販事業に事業の軸足を置き復 

活を果たした。 

 

 

 

 

 



 

第 4 章 新たな醤油製造販売ビジネスモデルへの挑戦による復興 

ヤマニ醤油株式会社 

 

ヤマニ醤油株式会社は、1868 年の創業以来、陸前高田市で「御用聞き」という独特の商法を愚直に続 

けてきたが、東日本大震災の直後の大津波で本社と工場を全て流された。しかし、全壊した工場跡から奇 

跡的に秘伝の醤油レシピと顧客台帳を回収することができ、震災から8か月後にビジネスモデルを大転換 

し、ファブレス（自社工場を持たない）企業として生まれ変わり再建を果たした。 

 

 

 

第 5 章 地域の地域による地域のための「東松島方式震災がれき処理」 

株式会社橋本道路 

 

東松島市の震災がれき処理方式は「東松島モデル」とも呼ばれ、これまでに多数のメディアにより取り

上げられた。いったい東松島市のがれき処理とはどのようなものだったのだろうか。がれき処理に重要な

役割を果たした一人の人物がいる。株式会社「橋本道路」の橋本孝一社長である。「地域の地域による地

域のための復旧、復興」の想いのもと、がれき処理を推進した。 

 

 

 

第６章 震災を機に、地域資源を活用した地域発展の牽引者へ 

有限会社オイカワデニム 

 

有限会社オイカワデニムは、デニム製品の縫製会社である。東日本大震災では、津波被害を唯一免れ 

た高台の新工場を約 150 人の避難者に開放し、被災 1 ケ月後には工場を再開した。工場再開後は、当座の 

利益はさておき地域の課題解決を一番に考えるようになり、大漁旗やサメ皮などの地元素材を使ったデ 

ニムバッグにより地元・気仙沼を世界に発信する活動を開始するなど、地域の雇用創出と地域と一体とな 

った発展を目指すようになった。 

 

 

 

第 7 章 造船業から建築業へ、海から陸へのエヴォリューション 

株式会社高橋工業 

 

造船技術と建築技術の融合によって、建築業界に真の意味でのイノベーションを興した高橋工業。震 

災後、がれきの中から見つけ出した 1個のハードディスクから図面、帳簿類を復活させるとともに、自力で 

工場を再建し、事業を再開した。今後は世界を股にかけた事業展開を計画するなど、震災を契機として更 

なる飛躍を遂げようとしている。 



 

第 8 章 世界の窓にクールコーティング革命を 

株式会社フミン 

 

  福島市にある株式会社フミンは、窓ガラスの断熱性を高めるコーティングを武器に世界の各国の建築 

物のガラスに革命を起こしている。震災前から数々の海外の展示会に出展し、シンガポール、マレーシア等 

の熱帯の国々へ海外展開を積極的に行なってきた同社の事業は、原発事故による「風評被害」という想 

定外の障害により出直しを余儀なくされたが、震災から２年を経た現在、経営の軸足を一気に海外へシフ

トした。 

 

 

 

第 9 章 風評被害を乗り越えた老舗旅館の静かなイノベーション 

会津東山温泉向瀧 

 

会津東山温泉向瀧は、140 年以上も続く老舗旅館である。東日本大震災以降、風評被害などにより観光 

客が激減し、経営難に陥ることになった旅館やホテルが少なくない中、発災 10 年前から続けられてきた

改革を震災後も頑なに自分たちの揺るぎない理念を堅持して通常営業を続けた。その結果、驚異的な収

益拡大を遂げている。 

 

 

 

第 10 章 企業イノベーションからソーシャルイノベーションへ 

              株式会社高田自動車学校 

 

株式会社高田自動車学校の田村社長は、地域中小企業として地域の交流人口を増やす役割を果たし 

てきた。震災後、地元陸前高田市の人口が加速的に減少していることに危機感を募らせたことから、「な 

つかしい未来創造株式会社」を立ち上げ、地域に起業家を育成するなど、地域雇用を増やし再び地域に 

活気を戻す環境作りを行っている。 

 

 

 

第 11 章 専門家集団が牽引する地域デザイン・イノベーション 

一般社団法人 ISHINOMAKI2.0 

 

震災後の石巻にボランティアとして集まった専門家集団と地元の人々が合流して結成された 

ISHINOMAKI2.0。石巻を震災前よりも魅力溢れるバージョンアップしたまちづくりを実現するため、ものづ 

くり（DIY）による地域活性化、IT での産業創出、被災した建物のリノベーション、コミュニティ形成のための 

場作り、といった様々な分野から包括的に地域デザインに取り組んでいる。 


